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(57)【要約】
【課題】パソコン等のキーボード上の，ゴミ、ホコリ， 
水，細菌，ウィルス等からの汚染防止対策をする必要が 
ある。何人もの人々が同一のキーボードに触れ，使用す 
る事による，細菌及びウィルスに感染する事を防止しな 
ければならない。
【解決手段】パソコンのキーボードの操作を，安全，安 
心，清潔な状況下で行なう為には常に触れるキーボード 
をいかに清潔に保つかであるが，毎回，洗浄，清掃する 
事は無理があり連続作業ができない。そこで必要なのが 
キーボード上にフィルムをかけ，常に連続してフィルム 
を移動させて新しい清潔なフィルムをキーボード上に存 
在させる事であるので透明な新しいフィルムを必要に応 
じて，反対側に巻き取る事で解決する事ができる。
【選択図】図１

審査請求　有　請求項の数　1　　書面　（全5頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
プ レ ー ト 上 の 片 側 の パ イ プ と 反 対 側 の ロ ー ル 状 フ ィ ル ム を 回 転 可 能 な 状 態 で ホ ー ル ド し 、  
キ ー ボ ー ド 上 が す べ て フ ィ ル ム で 完 全 に お お う 事 が で き る 様 に ホ ー ル ド し 、 キ ー ボ ー ド 上  
の 使 用 済 フ ィ ル ム を 巻 き 取 り ， 未 使 用 フ ィ ル ム を キ ー ボ ー ド 上 に 移 動 で き る 、 フ ィ ル ム 移  
動 装 置
【 請 求 項 ２ 】
パ ソ コ ン 等 を 使 用 す る 為 の キ ー ボ ー ド を ， ゴ ミ ， ホ コ リ ， 水 、 細 菌 ， ウ ィ ル ス 等 か ら 汚 染  
を 防 ぐ 為 の 回 転 式 フ ィ ル ム 移 動 装 置
【 請 求 項 ３ 】
す べ て の フ ィ ル ム が ， 電 動 又 は 手 動 で 巻 き 取 ら れ た フ ィ ル ム の 芯 材 は 巻 き 取 り 用 の パ イ プ  
と し て 使 用 で き る フ ィ ル ム 移 動 装 置
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は ， パ ソ コ ン 等 の キ ー ボ ー ド 上 の あ ら ゆ る 汚 染 を 防 ぐ 事 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
従 来 の パ ソ コ ン 等 の キ ー ボ ー ド 上 の 汚 染 を 防 ぐ 物 に は ， 特 許 文 献   特 開 ２ ０ ０ ５ － ４ ５ ３  
３ ６ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
以 下 特 開 ２ ０ ０ ５ － ４ ５ ３ ３ ６ の 図 （ ａ ） ， 図 （ ｂ ） に つ い て 説 明 す る 。 図 （ ａ ） （ ｂ ）  
に お い て 巻 取 り 可 能 な ロ ー ル 型 カ バ ー を デ ィ ス プ レ イ 部 及 び キ ー ボ ー ド 部 に 設 け ら れ て い  
る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ４ ５ ３ ３ ６   公 報 （ Ａ ）
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
上 記 の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ー の カ バ ー の 目 的 は ， デ ィ ス プ レ イ 及 び キ ー ボ ー ド の 隠 蔽  
を 目 的 と し た コ ン ピ ュ ー タ ー カ バ ー で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 の カ バ ー は ， 同 一 の カ バ ー を 繰 り 返 し 使 用 す る も の で あ る
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 述 の カ バ ー は ， キ ー ボ ー ド の 汚 染 防 止 を 目 的 と し て い な い の で ， 本 発 明 は こ の 様 な 従 来  
の 発 明 で は な し 得 な か っ た ， キ ー ボ ー ド 上 の ， ホ コ リ ， ゴ ミ 、 水   細 菌 ， ウ ィ ル ス 等 の 汚  
染 を ロ ー ル 状 の フ ィ ル ム を 必 要 に 応 じ て ， 巻 き 取 り 交 換 す る 事 に よ り 防 止 す る 事 を 目 的 と  
す る も の で あ る
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は ， キ ー ボ ー ド 上 の 汚 染 を 防 止 す る 為 に ， フ ィ ル ム で キ ー ボ ー ド 上 全 面 を お お う 事  
が で き ， 又 ， 使 用 者 が 変 わ っ た り ， 一 定 時 間 経 過 後 に ， 現 在 キ ー ボ ー ド 上 に あ る フ ィ ル ム  
を 巻 き 取 り ， 未 使 用 の フ ィ ル ム を キ ー ボ ー ド 上 に 移 動 し ， 清 潔 な 状 態 で キ ー ボ ー ド を 使 用  
す る 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 が 課 題 解 決 す る 手 段 は ， 右 側 に 回 転 可 能 な ロ ー ル 状 フ ィ ル ム を 設 け ， 左 側 に 回 転 可  
能 な 巻 き 取 り 用 ロ ー ル パ イ プ を フ ィ ル ム が キ ー ボ ー ド を 全 て お お う 事 が で き る 位 置 に 設 置  
し 、 キ ー ボ ー ド 使 用 時 に 左 側 の 巻 き 取 り 用 ロ ー ル パ イ プ に 手 動 又 は 電 動 で 巻 き 取 る 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の ロ ー ル 状 フ ィ ル ム の 巻 き 取 り 手 段 は ， 付 属 品 の マ イ ク ロ モ ー タ ー を 使 用 し 、 プ ー  
リ ー を 回 転 さ せ 、 プ ー リ ー に 接 続 し た 外 側 向 き ス プ リ ン グ に よ り 巻 取 り 用 パ イ プ を 回 転 さ  
せ て 稼 動 す る 事 が で き る が 、 バ ッ テ リ ー の 能 力 が 低 下 し た 場 合 で も ， 付 属 の 可 動 式 パ イ プ  
ホ ル ダ ー と 交 換 し 手 動 で 巻 き 取 る 事 が 可 能 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
従 来 の ロ ー ル 型 ス ク リ ー ン は 主 と し て 隠 蔽 効 果 を 求 め た も の で あ る 為 、 ス ク リ ー ン は 同 一  
の 物 を 使 用 す る 為 ， 飛 沫 や 汚 れ が 付 着 し た 場 合 は ， 洗 浄 が 必 要 と な る が ， 常 に 清 潔 な 状 態  
を 維 持 す る 事 が 困 難 で あ る ． 又 、 従 来 品 は ロ ー ル ス ク リ ー ン の 使 用 時 は キ ー ボ ー ド の 操 作  
は 不 可 能 で あ る
本 発 明 の 目 的 は 常 に 清 潔 な 状 態 で キ ー ボ ー ド の 操 作 が 可 能 で パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ー の  
使 用 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 平 面 図 面 で あ る
【 図 ２ 】 本 発 明 の 電 動 式 フ ィ ル ム 巻 取 装 置 で あ る
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
１ ・ ２ は 本 体 の 基 盤 で そ れ ぞ れ を 結 合 す る 事 が で き ， ２ を 増 減 す る 事 で サ イ ズ 変 更 が で き  
る 。 ３ は 可 動 式 パ イ プ ホ ル ダ ー で ５ の パ イ プ ホ ル ダ ー ガ イ ド に 差 し 込 み 、 ４ の ロ ー ル 状 フ  
ィ ル ム の サ イ ズ に 合 わ せ て 位 置 を 固 定 す る 。 巻 き 取 り 側 左 下 の 可 動 式 パ イ プ ホ ル ダ ー ３ は  
図 ２ の 電 動 巻 き 取 り 装 置 と 置 き 変 え る 事 が で き る
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ２ の 電 動 巻 き 取 り 装 置 は ７ バ ッ テ リ ー ８ ミ ニ モ ー タ ー ９ プ ー リ ー １ ０ プ ー リ ー 用 ベ ル ト  
， １ １ 基 盤 接 続 用 ピ ン ， １ ２ プ ー リ ー 取 付 型 外 向 き ス プ リ ン グ １ ３ ネ ジ 調 整 部 付 き で 構 成  
さ れ て お り ， １ ２ の プ ー リ ー 取 付 型 外 向 き ス プ リ ン グ を 巻 き 取 り 用 パ イ プ に 差 し 込 み ネ ジ  
調 整 部 の 操 作 に よ り ， 巻 取 り パ イ プ に 接 続 す る 。 こ れ ら の 操 作 に よ り ， 電 動 巻 き 取 り 可 能  
と な る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
１ 、 ２   本 体 基 盤
３       可 動 式 パ イ プ ホ ル ダ ー
４       ロ ー ル 状 フ ィ ル ム
５       パ イ プ ホ ル ダ ー ガ イ ド
６       電 動 シ ス テ ム 用 架 台
７       バ ッ テ リ ー
８       モ ー タ ー
９       プ ー リ ー
１ ０     プ ー リ ー 用 ベ ル ト
１ １     基 盤 接 続 用 ピ ン
１ ２ ， １ ３ ． ネ ジ 調 整 部 付 き 外 側 向 き ス プ リ ン グ
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 3 年 1 0 月 1 1 日 ( 2 0 2 1 . 1 0 . 1 1 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
当 該 製 品 は 、 プ レ ー ト 上 の 片 側 に 使 用 済 ロ ー ル 状 フ ィ ル ム を 巻 き 取 る 為 の 回 転 可 能 な パ イ  
プ を 設 置 し 、 反 対 側 の プ レ ー ト 上 に 、 未 使 用 ロ ー ル 状 フ ィ ル ム を 回 転 可 能 な 状 態 で 設 置 し  
、 キ ー ボ ー ド 上 を す べ て 未 使 用 ロ ー ル 状 フ ィ ル ム で 完 全 に お お う 事 が で き る 様 に 、 未 使 用  
ロ ー ル 状 フ ィ ル ム を 反 対 側 の 使 用 済 ロ ー ル 状 フ ィ ル ム を 巻 き 取 る パ イ プ に 巻 き つ け 、 使 用  
済 ロ ー ル 状 フ ィ ル ム を 巻 き 取 り パ イ プ に 巻 き 取 る 事 が で き 、 キ ー ボ ー ド 全 表 面 を お お う 事  
に よ り 、 ゴ ミ 、 ホ コ リ 、 水 、 な ど の 多 様 な 悪 条 件 か ら 保 護 す る 事 が 可 能 な 装 置 。
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